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『
諧
聲
品
字
箋
』
に
與
え
ら
れ
た
翼 

―
「
正
♫
」
字
書
と
し
て
讀
ま
れ
た
歷
史
―

孫
　

楊
洋

は
じ
め
に

　

明
淸
時
期
の
文
獻
に
お
け
る
「
正
♫
」
と
い
う
槪
念
に
つ
い
て
、
耿
振
生
は
左

記
の
よ
う
に
銳
く
指
摘
し
て
い
る
。

「
正
♫
」
是
文
人
學
士
心
目
中
的
標
準
♫
，
它
純
粹
是
一
種
抽
象
的
觀
念
，

沒
㊒
一
定
的
語
♫
實
體
和
它
對
應
，
因
此
，
它
只
存
在
於
理
論
上
，
而
不
存

在
於
實
際
生
活
中
。（
中
略
）
不
同
的
作
者
爲
這
個
抽
象
物
尋
找
客
觀
依
據

時
，
就
把
它
和
不
同
的
語
言
實
體
聯
繫
起
來
，
設
計
出
不
同
的
體
系
。
就
像

許
多
人
在
爲
同
一
個
神
靈
塑
像
，
每
個
人
都
按
照
自
己
的
想
象
來
塑
造
它
的

形
象
，
結
果
出
現
了
千
姿
百
態
大
相
徑
庭
的
很
多
偶
像
。

「
正
♫
」
と
は
文
人
や
學
者
の
頭
の
中
に
存
在
す
る
「
標
準
♫
」
で
あ
る
が
、

完
全
に
抽
象
的
な
槪
念
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
對
應
す
る
特
定
の
♫
聲
的
な
實

體
が
無
い
た
め
、
理
論
上
に
の
み
存
在
し
、
現
實
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。

（
中
略
）
異
な
る
著
者
が
こ
の
抽
象
物
に
客
觀
的
な
根
據
を
見
出
そ
う
と
す

る
際
、
そ
れ
を
異
な
る
言
語
の
實
體
と
關
聯
付
け
、
異
な
る
體
系
を
設
計
す

る
こ
と
に
な
る
。
ま
る
で
多
く
の
人
が
同
じ
一
つ
の
「
神
」
の
像
を
作
成
す

る
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
想
像
に
基
づ
い
て
そ
の
姿
を
作
り
上
げ
、
結

果
と
し
て
千
差
萬
別
で
互
い
に
似
て
も
似
つ
か
ぬ
さ
ま
ざ
ま
な
偶
像
が
現
れ

る
よ
う
な
も
の
で
あ
る（

（
（

。

　
「
正
♫
」
は
、
槪
念
上
に
の
み
存
在
し
て
い
る
が
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
理
解

が
あ
る
た
め
、
多
樣
な
意
義
を
內
包
す
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
韻
書
が
示
す

中
古
♫
に
合
致
す
る
♫
韻
體
系
も
、
世
の
中
に
通
用
語
と
認
識
さ
れ
た
「
五
方
の

人
皆
能
く
通
解
す
る
者
」（『
洪
武
正
韻
』
凡
例
）
も
、
ま
た
は
地
方
の
鄕
♫
に
對
立

す
る
讀
書
♫
も
、
當
時
の
人
々
に
よ
っ
て
同
樣
に
「
正
♫
」
と
い
う
語
を
冠
し
て

示
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。

　
「
正
♫
」
は
こ
の
よ
う
に
彈
性
に
富
む
、
つ
ま
り
多
義
的
か
つ
可
塑
的
で
あ
り

な
が
ら
カ
テ
ゴ
リ
ー
自
體
が
共
㊒
さ
れ
る
語
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
著
者
が

「
正
♫
」
と
標
榜
し
た
書
物
は
、「
正
♫
」
に
對
し
て
異
な
る
見
解
を
㊒
す
る
讀
者

か
ら
見
れ
ば
、
果
た
し
て
如
何
な
る
書
物
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
本
論
で
は
「
正
♫
」
を
標
榜
す
る
字
書
『
諧

聲
品
字
箋
』（
以
下
、『
品
字
箋
』
と
略
す
）
を
考
察
對
象
と
し
、
そ
れ
が
世
界
中
に

流
傳
し
た
歷
史
を
考
證
し
、
さ
ら
に
「
正
♫
」
と
い
う
槪
念
に
着
目
し
、
そ
の
流

布
に
伴
う
讀
み
方
の
變
容
に
つ
い
て
追
究
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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一
、�「
正
音
」
の
字
書
の
誕
生
：�

『
品
字
箋
』
に
お
け
る
初
期
設
定

　
『
品
字
箋
』
は
康
煕
年
閒
に
成
立
し
た
字
書
で
、
明
末
淸
初
の
錢
塘
に
活
躍
し

た
虞
德
升
の
撰
に
係
る
。
四
庫
館
臣
が
「
自
來
字
書
・
韻
書
、
截
然
た
る
兩
途
な

る
に
、
德
升
は
必
ず
强
合
し
て
之
を
一
に
す（

（
（

」
と
述
べ
る
よ
う
に
當
時
の
評
價
は

決
し
て
高
く
は
な
か
っ
た
が
、
實
は
そ
れ
も
的
を
射
た
批
判
と
言
え
る
。
字
書
と

し
て
は
漢
字
の
字
義
、
字
體
に
重
き
を
置
く
が
、
收
錄
字
は
五
十
七
の
「
聲
」

（
同
じ
韻
母
・
聲
調
を
も
つ
羣
）、
さ
ら
に
聲
母
の
淸
濁
に
よ
っ
て
九
十
六
の
「
諧
」

に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
配
列
か
ら
見
れ
ば
韻
書
的
性
格
も
强
く
表
れ
て
い
る
。

　

但
し
、
そ
の
「
聲
」
と
「
諧
」
の
配
置
は
傳
統
的
韻
書
の
韻
目
と
異
な
る
個
性

に
溢
れ
て
い
る
。
張
詠
梅
は
、
仔
細
な
分
析
に
基
づ
き
、『
品
字
箋
』
の
♫
韻
體

系
は
①
破
裂
♫
に
中
古
♫
の
全
淸
・
次
淸
・
全
濁
に
對
應
す
る
三
系
統
の
對
立
が

見
ら
れ
る
こ
と
、
②
中
古
の
淸
♫
字
が
陰
調
、
濁
♫
字
が
陽
調
と
い
う
條
件
で
分

化
し
て
い
る
こ
と
、
③
入
聲
韻
尾
が
合
流
し
て
殘
存
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
吳
語

的
特
徵
、
さ
ら
に
④
多
く
の
吳
語
で
合
口
性
が
失
わ
れ
る
「
堆
」「
雙
」
な
ど
が

合
口
に
讀
ま
れ
、
⑤
中
古
全
濁
上
聲
が
去
聲
に
合
流
す
る
な
ど
の
杭
州
方
言
的
な

特
性
を
㊒
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
十
七
世
紀
の
杭
州
方
言
と
く
に
そ
の
讀
書
♫
の

♫
韻
體
系
を
示
す
可
能
性
が
高
い
と
示
唆
し
て
い
る（

（
（

。

　

そ
れ
で
は
、
撰
者
自
身
は
如
何
に
『
品
字
箋
』
の
♫
韻
體
系
の
性
格
を
認
識
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
康
煕
十
六
年
（
一
六
七
七
）
に
出
版
さ
れ
た
初
印
本（

（
（

で

は
、
本
書
の
♫
韻
體
系
に
つ
い
て
、「
兩
平
の
元
・
寒
・
山
・
咸
、
四
韻
と
雖
も

♫
は
頗
る
相
同
す
。
上
・
去
の
四
紙
・
四
寘
、
僅
か
兩
韻
な
れ
ど
も
聲
に
多
く
錯

雜
す
る
あ
り（

（
（

」、「
四
聲
の
中
に
上
聲
の
十
㊒
八
字
强
ひ
て
分
く
る
能
わ
ざ
る
外
を

除
き
、
其
の
平
去
入
の
三
十
九
字
は
皆
淸
濁
高
下
の
殊
る
㊒
り
、
一
は
每
に
二
に

分
か
る（

（
（

」
と
、
傳
統
的
韻
書
と
異
な
り
、
山
咸
攝
の
合
流
、
止
攝
の
分
化
、
全
濁

上
聲
の
去
聲
と
の
合
流
な
ど
の
特
徵
が
あ
る
と
い
う
說
明
し
か
載
せ
て
い
な
い
。

　

初
印
本
は
刊
行
し
て
か
ら
閒
も
な
く
德
升
が
逝
去
し
た
た
め
、
版
木
が
何
年
も

放
置
さ
れ
る
な
ど
、
康
煕
二
十
四
年
（
一
六
八
五
）、
徽
商
の
程
伊
在
の
支
持
を
得

て
、
德
升
の
子
息
の
虞
嗣
集
が
重
刊
に
漕
ぎ
着
け
る
ま
で
、
販
賣
は
順
調
に
進
ん

で
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
重
刊
本
を
後
印
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る（

（
（

。

　

初
印
本
に
あ
る
德
升
の
凡
例
は
、
後
印
本
で
は
嗣
集
が
新
た
に
書
い
た
凡
例
に

取
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
新
し
い
凡
例
で
は
、
德
升
の
文
言
が
受
け
繼
が
れ
た
上

に
、「
率
用
吳
♫
」
と
い
う
一
文
が
書
き
添
え
ら
れ
、
本
書
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

♫
韻
體
系
に
吳
方
言
的
性
格
が
あ
る
と
提
示
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
一
方
、
嗣
集
は
凡
例

の
冒
頭
に
左
記
の
よ
う
に
記
す
。

古
韻
は
或
い
は
今
に
戾
り
、
篆
形
は
或
い
は
楷
に
異
な
る
。（
中
略
）
人
は

惟
だ
水
土
の
偏
に
拘
稟
し
、
矢
口
の
際
に
は
矯
正
せ
ず
。
然
し
學
問
は
氣
質

を
化
す
る
を
貴
べ
ば
、
則
ち
鄕
♫
は
實
に
氣
質
の
一
端
に
し
て
、
♫
を
辨
ず

る
は
亦
た
學
問
の
首
務
な
ら
ざ
ら
ん
や
。（
中
略
）
通
人
韻
士
は
風
を
揚
げ

雅
を
扢扢
し
、
五
韻
宮
商
、
微
に
も
晰
ら
か
な
ら
ざ
る
無
し（

（
（

。

　

こ
の
一
段
落
か
ら
見
れ
ば
、
本
書
の
編
集
方
針
は
、
ま
ず
傳
統
を
代
表
す
る

「
古
韻
」
と
「
篆
形
」
を
取
ら
ず
、「
今
」
卽
ち
同
時
代
の
時
代
性
を
重
ん
ず
る
こ

と
、
竝
び
に
學
問
を
進
め
る
た
め
に
、
鄕
♫
を
改
め
、
正
し
い
♫
を
は
っ
き
り
判

別
し
て
發
♫
す
る
こ
と
の
重
視
に
あ
る
と
わ
か
る
。
嗣
集
に
は
本
書
を
「
同
時
代

の
正
♫
」
を
敎
え
る
字
書
と
し
て
宣
傳
す
る
意
圖
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
「
正

♫
」
は
方
言
的
特
徵
を
包
攝
す
る
讀
書
♫
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

康
煕
二
十
六
年
（
一
六
八
七
）、
嗣
集
は
前
々
年
に
出
會
っ
た
裘
充
美
の
助
け
を

得
て
、
殆
ど
修
正
を
加
え
ず
に
後
印
本
を
再
刊
し
た
。
但
し
、
改
め
て
刊
行
す
る

に
あ
た
っ
て
、
嗣
集
が
裘
充
美
（
當
時
、
監
察
御
史
）
に
執
筆
を
依
賴
し
た
序
文
は



『
諧
聲
品
字
箋
』
に
與
え
ら
れ
た
翼

一
六
三

卷
首
に
加
え
ら
れ
た
。
裘
序
で
は
「
爰
に
著
す
と
こ
ろ
諧
聲
品
字
の
書
た
り
て
、

以
て
口
を
啟啟
き
觚
を
操
る
軌
範
と
す
。
♫
は
則
ち
五
土
の
中
に
協
ひ
て
正
に
歸
し
、

字
は
則
ち
千
古
の
是
に
考
み
て
其
の
訛
を
辨
ず（

（1
（

」
と
、
意
識
的
に
「
正
♫
」
の
字

書
と
し
て
宣
傳
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
こ
の
「
正
♫
」
に
前

提
と
し
て
附
隨
す
る
吳
方
言
的
性
質
は
「
協
五
土
之
中
」
と
い
う
語
で
解
消
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
讀
者
に
誤
解
を
與
え
る
餘
地
を
殘
す
こ
と
と
な
る
。

二
、�「
正
音
」
の
曖
昧
性
：�

歐
州
人
に
よ
る
官
話
字
典
へ
の
改
造
と
そ
の
背
景

　

前
節
で
は
、
撰
者
の
意
識
下
に
あ
る
『
品
字
箋
』
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

初
印
本
に
は
單
に
傳
統
的
韻
書
と
異
な
る
と
の
み
標
榜
す
る
が
、
後
印
本
で
は
吳

語
的
要
素
が
あ
る
と
提
示
す
る
一
方
で
、「
正
♫
」
＝
讀
書
♫
と
い
う
認
識
に
基

づ
き
、「
同
時
代
の
正
♫
」
を
敎
え
る
字
書
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　

實
際
に
世
の
中
に
流
傳
し
た
の
は
、
後
印
本
が
比
較
的
に
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

前
述
し
た
と
お
り
、
初
印
本
が
刊
行
さ
れ
て
閒
も
な
く
德
升
が
逝
去
し
た
た
め
、

印
刷
と
販
賣
が
順
調
に
進
ま
ず
、「
未
逢
紙
貴
（
未
だ
紙
貴
に
逢
は
ざ
る
）」
こ
と
は（

（1
（

、

後
印
本
に
あ
る
嗣
集
の
凡
例
か
ら
分
か
る
。
筆
者
が
調
査
し
た
二
十
二
種
の
版
本

の
內
、
初
印
本
は
五
種
で
か
つ
全
て
日
本
に
所
藏
が
あ
り
、
後
印
本
（
刊
行
は
二

囘
）
は
倂
せ
て
十
七
種
と
よ
り
多
く
、
か
つ
東
亞
に
限
ら
ず
、
歐
米
の
藏
書
機
關

に
も
所
藏
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
正
♫
」
の
本
を
標
榜
す
る
後
印
本
が
よ

り
多
く
巷
閒
に
流
布
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
る
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
、「
正
♫
」
と
い
う
語
は
完
全
に
抽
象
的
な
槪

念
で
、
そ
れ
に
對
す
る
理
解
は
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
實
質
上
の
多
義
語
で
あ
る

た
め
、「
正
♫
」
を
媒
介
と
し
て
異
な
る
複
數
の
實
像
が
强
制
的
に
結
び
つ
く
事

態
を
生
む
。
言
い
換
え
れ
ば
、
吳
語
的
性
格
が
提
示
さ
れ
て
い
て
も
、「
正
♫
」

と
標
榜
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
讀
者
に
「
抽
象
的
槪
念
」
で
あ
る
「
正
♫
」

に
獨
自
の
理
解
を
附
會
さ
せ
る
餘
地
を
與
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
か
、
十
七
世
紀
末
頃
か
ら
十
八
世
紀
初
頃
に
か
け
て
、『
品
字
箋
』

は
江
西
や
福
建
な
ど
で
の
流
布
に
伴
い
、
吳
方
言
的
な
特
質
が
殆
ど
拔
け
落
ち
、

槪
念
上
の
「
共
通
語
」、
或
い
は
北
方
♫
的
性
質
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

但
し
、
そ
の
よ
う
な
變
容
は
、
殘
念
な
が
ら
宣
敎
師
や
歐
州
の
學
者
の
記
錄
に

し
か
殘
ら
な
い
。『
品
字
箋
』
と
同
時
代
の
字
書
・
韻
書
は
、『
字
彙
』『
正
字
通
』

な
ど
も
含
め
、
小
學
類
書
籍
の
傳
統
的
な
體
裁
を
取
っ
て
い
な
い
た
め
、
淸
代
の

學
者
に
「
通
俗
的
著
作
」
と
目
さ
れ
、
四
庫
全
書
に
お
い
て
か
ろ
う
じ
て
存
目
に

殘
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い（

（1
（

。
管
見
の
限
り
、
淸
代
を
通
し
て
、『
品
字
箋
』

を
引
用
す
る
の
は
後
述
の
『
脂
硯
齋
重
評
石
頭
記
』
に
と
ど
ま
る
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
を
著
錄
す
る
藏
書
目
錄
も
極
め
て
少
な
い（

（1
（

。

　

か
く
淸
代
の
文
獻
に
は
存
在
感
が
薄
か
っ
た
『
品
字
箋
』
は
、
十
八
世
紀
前
期

キ
リ
ス
ト
敎
關
聯
資
料
に
は
頻
繁
に
登
場
す
る
。『
品
字
箋
』
は
、
フ
ー
ケ

（Jean-François Foucquet

、
一
六
六
五
―
一
七
四
一
、
中
國
語
名
：
傅
聖
澤
）
な
ど

に
よ
っ
て
宣
敎
の
思
想
材
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
そ
の
ほ
か
、

特
に
㊟
目
す
べ
き
は
、『
品
字
箋
』
に
基
づ
き
、
そ
の
分
類
法
を
導
入
し
、
漢
字

の
讀
♫
や
意
味
を
歐
文
で
表
記
す
る
字
典
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
代

表
例
と
し
て
、
デ
ィ
ア
ス
（Antonio D

iáz

、
中
國
語
名
：
賴
鳴
遠
）『
語
彙
集
諧
聲

品
字
箋
』（Vocabulario H

ai xing phin tsu tsien

、
一
七
〇
四
年
脫
稿（

（1
（

）、
プ
レ
マ

ー
ル
（Joseph de Prém

are

、
一
六
六
六
―
一
七
三
五
、
中
國
語
名
：
馬
若
瑟
）
の

『
漢
語
箚
記
』（N

otitia Lingae Sinicae

、
一
七
二
八
年
脫
稿（

（1
（

）
及
び
フ
ル
モ
ン

（Étienne Fourm
ont

、
一
六
八
三
―
一
七
四
五
、
中
國
語
名
：
傅
爾
蒙
）
の
『
漢
語
論

考
』（M

editationes sinicae

、
一
七
三
七
年（

（1
（

）
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
字
典
に
記
載
さ
れ
る
歐
文
表
記
に
は
、『
品
字
箋
』
の
♫
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一
六
四

韻
體
系
に
あ
る
吳
語
的
要
素
が
抹
消
さ
れ
て
お
り
、
ニ
コ
ラ
・
ト
リ
ゴ
ー

（N
icolas Trigault

、
一
五
七
七
―
一
六
二
八
、
中
國
語
名
：
金
尼
閣
）
の
『
西
儒
耳
目

資
』（
一
六
二
六
、
以
下
『
耳
目
資
』
と
略
す
）
に
近
い
體
系
に
改
造
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

例
え
ば
、
デ
ィ
ア
ス
『
語
彙
集
』
の
示
す
♫
韻
體
系
で
は
、
聲
調
は
陰
平
・
陽

平
・
上
聲
・
去
聲
・
入
聲
の
五
調
と
な
っ
て
い
る
。『
漢
語
箚
記
』
と
『
漢
語
論

考
』
は
♫
韻
體
系
は
大
體
共
通
し
て
お
り
、『
語
彙
集
』
と
同
樣
に
五
つ
の
聲
調

し
か
な
く
、
か
つ
濁
♫
聲
母
が
存
在
し
な
い
。
入
聲
韻
に
お
い
て
は
一
部
の
合
倂

が
見
ら
れ
、
と
り
わ
け
『
品
字
箋
』
の
「
鼻
聲
」
と
「
頡
聲
」
に
屬
す
る
無
介
♫

の
字
が
合
流
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
鼻
聲
の
「
百pəʔ

」「
則tsəʔ

」
と
頡
聲
の

「
撥pɛʔ

」「
澤dzɛʔ

」（
（1
（

が
合
倂
し
、
共
にpĕ

とtsĕ

と
㊟
♫
さ
れ
る
。

　

㊟
意
す
べ
き
は
、『
耳
目
資
』
に
近
づ
け
て
改
造
さ
れ
る
と
は
い
え
、『
品
字

箋
』
の
♫
韻
體
系
そ
の
も
の
を
崩
さ
な
い
こ
と
が
こ
れ
ら
歐
州
人
の
著
作
で
は
重

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
合
倂
が
發
生
し
て
も
、『
品
字
箋
』
に
お
い
て
同

♫
關
係
に
あ
る
字
は
、
基
本
的
に
上
記
の
歐
州
人
が
作
っ
た
字
典
で
も
同
♫
關
係

を
保
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、『
耳
目
資
』
に
お
い
て
ま
だ
去
聲
に
合
流
し
て

い
な
い
中
古
全
濁
上
聲
の
字
は
、『
品
字
箋
』
で
は
去
聲
に
な
る
た
め
、
上
記
の

歐
州
製
諸
字
典
で
も
去
聲
に
歸
し
て
い
る
。
例
え
ば
、『
耳
目
資
』
で
は
、
氏xì

は
上
聲
で
去
聲
の
柿xí

と
同
♫
で
は
な
い
が
、『
品
字
箋
』
で
は
兩
字
が
同
♫
字

（ʃ
ʅ

去
聲
）
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
兩
者
と
も
に
『
漢
語
箚
記
』
で
はchí

の
、

『
漢
語
論
考
』
で
はxí

の
同
♫
字
組
に
屬
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
諸
字
典
の
『
品
字
箋
』
に
對
す
る
忠
實
度
に
は
や
や
差
が
あ
る
。

と
り
わ
け
莊
組
三
等
止
攝
開
口
字
に
つ
い
て
は
、『
品
字
箋
』
で
は
殆
ど
そ
り
舌

と
さ
れ
て
い
る
が
、『
西
字
奇
蹟
』
や
『
耳
目
資
』
な
ど
そ
れ
以
前
の
宣
敎
師
漢

語
文
獻
で
は
平
舌
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
施
（
止
開
三
平
支
書（

（2
（

）

と
師
（
止
開
三
平
脂
生
）
は
、『
品
字
箋
』
で
は
同
♫
（ʃ

ʅ

平
聲
）
で
あ
る
が
、『
耳

目
資
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
り
舌
のxī

と
平
舌
♫
のsū

次（
（2
（

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

を
踏
ま
え
諸
字
典
閒
の
相
違
を
見
て
み
る
と
、『
漢
語
論
考
』
で
は
『
品
字
箋
』

に
從
いxī

と
す
る
が
、『
漢
語
箚
記
』
で
は
そ
れ
ぞ
れchī

、sseē

と
兩
者
を
區

別
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
は
少
數
例
に
過
ぎ
な
い
。
總
體
的
に
は
、
上
記
諸
字
典
の
編
纂
者

は
、「『
品
字
箋
』
に
お
け
る
官
話
に
合
わ
な
い
部
分
を
え
ぐ
り
取
り
、
多
樣
な
要

素
を
も
つ
官
話
♫
系
を
作
り
出
し
て
い
る（

（2
（

」。
彼
ら
に
は
、『
品
字
箋
』
の
♫
韻
體

系
は
『
耳
目
資
』
よ
り
優
位
性
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
『
品
字
箋
』
重
視
の
字
典
が
歐
州
で
多
く
編
纂
さ
れ

た
原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
『
品
字
箋
』
の
♫
韻
體
系
は
、
吳
語
に
し
て
も

中
世
以
來
北
方
方
言
の
影
响
を
受
け
續
け
、
♫
韻
上
北
方
♫
に
近
い
特
徵
を
㊒
す

る
杭
州
方
言
讀
書
♫
に
基
づ
い
て
お
り
、
傳
統
的
な
字
書
・
韻
書
と
比
べ
、『
耳

目
資
』
な
ど
十
八
世
紀
以
前
の
宣
敎
師
漢
語
文
獻
で
定
義
さ
れ
た
「
官
話
」
♫
韻

體
系
と
相
似
度
が
高
い
こ
と
が
、
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
全
濁
上
聲
の
處

理
と
莊
組
三
等
止
攝
開
口
字
の
一
部
を
論
外
に
置
け
ば
、『
品
字
箋
』
に
お
い
て

同
♫
關
係
に
あ
る
字
は
お
お
む
ね
『
耳
目
資
』
に
お
い
て
も
同
♫
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
『
品
字
箋
』
に
お
け
る
入
聲
の
分
類
は
、
中
古
♫
の
體
系
を
ほ
ぼ
維
持
す
る

『
洪
武
正
韻
』
や
、
入
聲
が
平
上
去
三
聲
に
合
流
し
た
『
中
原
♫
韻
』
と
異
な
り
、

『
耳
目
資
』
と
同
樣
に
♫
節
末
子
♫
の
區
別
無
く
合
流
し
、
一
類
と
し
て
獨
立
し

て
い
る
。
ま
た
、
中
古
知
莊
章
組
に
お
い
て
も
『
品
字
箋
』
の
『
耳
目
資
』
と
の

對
應
關
係
は
他
の
小
學
書
よ
り
密
接
で
あ
る
。『
耳
目
資
』
で
見
ら
れ
る
知
莊
章

組
は
、
前
述
し
た
莊
組
三
等
止
攝
開
口
字
を
除
け
ば
、
莊
組
三
等
全
體
（
止
攝
と

宕
攝
を
除
外
）
と
、
梗
攝
の
知
組
二
等
と
莊
組
二
等
攝
は
精
組
に
合
流
し
、
そ
れ

以
外
の
知
莊
章
組
字
は
そ
り
舌
と
な
る
。
こ
の
狀
況
は
、『
品
字
箋
』
で
も
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
崇
（
通
開
三
平
東
崇
）、
摘
（
梗
開
二
入
麥
知
）、
爭
（
梗
開
二
平
耕



『
諧
聲
品
字
箋
』
に
與
え
ら
れ
た
翼

一
六
五

莊
）
な
ど
は
兩
書
で
と
も
に
精
組
に
合
流
し
、
莊
（
宕
開
三
平
陽
莊
）、
衰
（
止
合
三

平
支
初
）
な
ど
は
と
も
に
そ
り
舌
聲
母
に
な
っ
て
い
る
。
か
く
『
耳
目
資
』
の
知

莊
章
組
の
分
配
と
合
致
す
る
韻
書
は
、
十
八
世
紀
以
前
は
少
な
か
っ
た
。『
品
字

箋
』
の
♫
系
上
の
獨
自
性
は
、
フ
ル
モ
ン
が
言
う
よ
う
に
、
彼
ら
歐
州
人
に
と
っ

て
、「
自
然
が
示
唆
し
た
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
漢
字
の
類
推
性
の
法
則
と

常
識
に
從
っ
て
い
る
」
の
で
、「
中
國
で
は
こ
れ
よ
り
も
優
れ
た
も
の
は
何
も
な

い（
（2
（

」
と
歡
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、『
品
字
箋
』
の
♫
韻
體
系
が
如
何
に
『
耳
目
資
』
な
ど
に
親
和
性
が

高
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
歐
州
人
の
視
野
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
改
造
版
字
典
は
生
ま
れ
得
な
い
。
考
察
の
手
掛
か
り
を
與
え
て
く
れ
る
の
は
、

フ
ル
モ
ン
の
中
國
語
の
師
た
る
黃
嘉
略
（Arcade H

oange

、
本
名
は
黃
日
升
と
さ

れ
る（

（2
（

）
の
遺
品
に
關
す
る
記
錄
で
あ
る
。
嘉
略
は
フ
ラ
ン
ス
で
一
七
〇
六
年
か
ら

逝
去
ま
で
の
十
年
閒
官
話
の
敎
育
に
心
血
を
㊟
い
で
き
た
。
フ
ル
モ
ン
に
よ
れ
ば
、

「
黃
は
二
種
類
の
字
典
を
使
っ
て
い
た
」、「
卽
ち
『
字
彙
』
と
『
品
字
箋
』
で
あ

る（
（2
（

」。
し
か
し
、
嘉
略
が
『
品
字
箋
』
な
ど
を
用
い
て
敎
え
た
讀
♫
は
、「
買
肉

m
àï joù

」「
小
狗siào keoù

」（
（2
（

な
ど
の
よ
う
に
宣
敎
師
が
言
う
「
官
話
」
に
近

い
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
嘉
略
は
『
品
字
箋
』
の
吳
語
的
特
徵
を
見
拔
け
ず
に
、

北
方
♫
に
近
い
「
正
♫
」
の
字
典
と
し
て
使
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

　

こ
れ
は
單
に
個
別
の
事
例
で
は
な
く
、
嘉
略
に
よ
る
『
品
字
箋
』
の
使
い
方
は
、

一
般
識
字
層
が
北
方
♫
に
近
い
「
正
♫
」
を
表
す
字
書
と
し
て
『
品
字
箋
』
を
轉

用
し
た
一
縮
圖
と
考
え
ら
れ
る
。
プ
レ
マ
ー
ル
の
あ
る
手
稿
で
は
「
こ
の
辭
書

（『
品
字
箋
』）
は
誰
も
が
持
っ
て
い
る（

（2
（

」
と
も
書
い
て
い
る
。
や
や
誇
張
し
た
表
現

で
あ
る
が
、『
品
字
箋
』
が
十
八
世
紀
初
期
の
中
國
南
部
に
お
い
て
廣
く
流
布
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
恐
ら
く
プ
レ
マ
ー
ル
が
宣
敎
の
本
據
地
と
し
た
南

昌（
（2
（

、
デ
ィ
ア
ス
が
宣
敎
活
動
と
『
語
彙
集
』
の
編
纂
作
業
を
展
開
し
た
福
寧
、
及

び
嘉
略
の
地
元
と
な
る
興
化
な
ど
、
江
西
や
福
建
な
ど
の
南
方
地
域
の
人
々
に
讀

ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
歐
州
人
が
『
品
字
箋
』
を
官
話
字
典
に
改
編
し
た
の

は
、
彼
ら
が
接
觸
し
た
一
般
識
字
層
の
人
々
が
『
品
字
箋
』
を
北
方
♫
に
近
い

「
正
♫
」
の
字
書
と
し
て
使
用
し
て
い
た
こ
と
の
投
影
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
ら
の
中
國
南
方
の
一
般
識
字
層
に
よ
る
「
正
♫
」
字
書
へ
の
轉
用
が
起
る

に
は
、「
正
♫
」
の
多
義
性
が
引
き
起
こ
し
た
あ
る
種
の
誤
解
が
そ
の
要
因
と
な

っ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。『
品
字
箋
』
は
出
版
地
の
吳
語
地
區
を
離
れ
る
と
、

そ
れ
が
標
榜
す
る
「
正
♫
」
は
吳
語
の
讀
書
♫
だ
と
い
う
實
態
と
文
脈
を
失
う
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
福
建
や
江
西
の
識
字
層
に
、
自
ら
の
「
正
♫
」
理
解
に
基
づ
き
、

『
品
字
箋
』
を
槪
念
上
の
標
準
語
（「
正
♫
」）
の
字
書
に
轉
用
す
る
餘
地
が
與
え
ら

れ
る
の
だ
。
但
し
、
彼
ら
が
『
品
字
箋
』
の
字
♫
を
北
方
♫
に
近
い
「
正
♫
」
と

理
解
す
る
の
に
は
、
著
者
の
出
身
地
（
浙
江
の
錢
塘
）
も
無
視
す
べ
か
ら
ざ
る
原

因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
雍
正
十
二
年
（
一
七
三
四
）、
朝
廷
が
福
建
の
方

言
♫
を
糾
す
た
め
、
浙
江
と
江
西
の
擧
人
や
生
員
を
派
遣
し
た
こ
と
が
あ
る（

（2
（

。
そ

こ
か
ら
言
え
ば
、
浙
江
人
は
「
正
♫
」
が
堪
能
と
い
う
社
會
的
な
認
識
が
あ
っ
た

ろ
う
。
福
建
な
ど
の
地
域
で
は
そ
の
よ
う
な
認
識
が
手
傳
っ
て
、
浙
江
人
の
著
し

た
『
品
字
箋
』
を
「
正
♫
」
の
字
書
と
解
釋
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考

え
る
。

　

本
節
を
ま
と
め
れ
ば
、『
品
字
箋
』
の
著
者
が
用
い
た
吳
語
の
讀
書
♫
を
意
味

す
る
「
正
♫
」
の
體
系
は
、
歐
州
人
の
文
獻
に
お
い
て
は
『
耳
目
資
』
な
ど
が
代

表
す
る
「
官
話
」
の
體
系
に
近
い
も
の
に
置
換
さ
れ
利
用
さ
れ
た
。
そ
の
置
換
の

水
面
下
に
は
、
當
時
の
歐
州
人
が
接
觸
し
た
福
建
や
江
西
な
ど
南
方
の
一
般
識
字

層
の
人
々
が
『
品
字
箋
』
を
北
方
♫
に
近
い
「
正
♫
」
の
字
書
と
す
る
認
識
が
働

い
て
い
た
。「
正
♫
」
と
い
う
語
は
、
そ
れ
自
體
に
含
ま
れ
る
曖
昧
性
と
外
部
か

ら
の
需
要
と
い
う
共
同
作
用
で
、
こ
の
よ
う
な
重
層
的
變
容
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

一
六
六

三
、�「
正
音
」
認
識
の
傳
播
と
變
容
：�

新
井
白
石
に
よ
る
利
用

　
『
品
字
箋
』
は
中
國
本
土
で
流
傳
し
て
い
た
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
日
本
に
も
傳
わ

っ
て
い
る
。
唐
船
持
渡
書
の
記
錄
に
よ
る
と
、
早
く
は
正
德
二
年
（
一
七
一
二
）

に
日
本
に
舶
載
さ
れ
て
い
る
が（

（3
（

、
儒
者
の
記
錄
に
よ
れ
ば
よ
り
早
い
時
期
に
夙
に

舶
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

日
本
に
お
け
る
『
品
字
箋
』
の
熱
心
な
讀
者
と
し
て
は
、
新
井
白
石
（
一
六
五

七
―
一
七
二
五
）
が
擧
げ
ら
れ
る
。
白
石
の
日
記
『
委
蛇
日
記
』
寶
永
元
年
（
一
七

〇
四
）
九
⺼
廿
八
日
條
に
は
、「
廿
八
日　

通
雅
、
品
字
箋
、（
淺
井
）
半
右
ヱ
門

殿
ゟ
來
ル（

（3
（

」
と
書
物
方
奉
行
を
通
じ
て
『
品
字
箋
』
に
觸
れ
た
記
錄
が
あ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
白
石
の
『
東
♫
譜
』（
享
保
四
年
＝
一
七
一
九
自
序（

（3
（

）
に
も
、

中
國
で
形
成
さ
れ
た
認
識
と
共
通
す
る
、『
品
字
箋
』
を
「
正
♫
」
の
字
書
と
す

る
白
石
の
理
解
を
見
て
取
れ
る
こ
と
で
あ
る
。『
東
♫
譜
』
は
白
石
晚
年
の
著
作

で
、
そ
の
中
に
漢
字
を
用
い
て
假
名
の
讀
♫
を
示
す
「
五
十
母
字
♫
釋
」
と
い
う

部
分
が
あ
る
。
序
文
に
よ
れ
ば
、
白
石
は
古
來
の
中
國
文
獻
に
見
ら
れ
る
漢
語
に

よ
っ
て
日
本
語
♫
を
表
記
す
る
こ
と
は
、「
豈
能
得
無
傳
訛
（
豈
に
能
く
傳
訛
無
き

を
得
ん
や（

（3
（

）」
と
痛
感
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
唐
人
に
假
名
を
正
し
く
發
♫
さ
せ
る

こ
と
を
企
圖
し
た
白
石
は
、『
東
♫
譜
』
で
長
崎
の
唐
通
事
の
手
を
借
り
て
杭
・

泉
・
漳
・
福
な
ど
各
地
の
方
言
の
讀
み
方
で
㊟
し
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
方
言
の

み
に
よ
る
♫
㊟
は
「
多
轉
假
」
や
「
平
上
去
入
不
甚
分
明（

（3
（

」
の
問
題
が
あ
る
と
指

摘
し
、
さ
ら
に
『
品
字
箋
』
獨
自
の
㊟
♫
形
式
を
導
入
し
て
㊟
♫
の
精
度
を
高
め

よ
う
と
す
る
の
だ
。
例
え
ば
、『
品
字
箋
』
に
お
け
るka

の
同
♫
字
組
（
代
表

字
：
加
）
の
㊟
♫
で
は
「
加
假
駕
甲
」
と
い
う
ふ
う
に
、
聲
母
と
韻
母
が
基
本
的

に
同
一
で
、
聲
調
の
み
異
な
る
四
文
字
が
、
平
上
去
入
の
順
に
左
下
か
ら
時
計
𢌞

り
で
竝
べ
ら
れ
る
が
、『
東
♫
譜
』
で
は
、
こ
の
㊟
♫
形
式
を
そ
の
ま
ま
導
入
し
、

假
名
の
カ
の
㊟
♫
に
充
て
て
い
る
。
他
の
假
名
の
㊟
♫
も
同
樣
に
、『
品
字
箋
』

の
㊟
♫
方
法
に
由
來
す
る
も
の
が
多
い
。

　

こ
の
特
殊
な
♫
㊟
を
採
用
し
た
根
據
は
、
日
本
で
も
中
國
で
も
「
正
♫
」
を
以

て
假
名
を
發
♫
で
き
る
と
い
う
白
石
の
認
識
に
あ
っ
た
。『
東
♫
譜
』
の
假
名
の

レ
の
㊟
♫
は
異
例
的
に
、『
品
字
箋
』
に
見
ら
れ
ぬ
「
連
入
聲
」
と
㊟
さ
れ
る
の

だ
が
、
そ
の
理
由
を
「
與
土
肥
元
成
書
」
に
白
石
自
身
が
か
く
述
べ
て
い
る
。

東
♫
譜
の
中
、
レ
の
字
の
所
こ
と
の
外
む
つ
か
し
く
候
。
レ
リ
と
ル
ロ
と
唐

韻
混
じ
候
て
埒
明
か
ね
候
も
の
に
候
。
と
く
と
案
じ
見
候
に
、
此
方
へ
も
唐

へ
も
も
た
れ
候
て
正
♫
に
合
ず
候
「
連
入
聲
」
と
仕
候
べ
く
候
。
子
細
は
貴

面
に
な
ら
で
は
申
盡
が
た
く
候（

（3
（

。

　

同
時
代
の
の
中
國
語
「
唐
韻
」
で
は
昔
の
レ
に
當
た
る
萬
葉
假
名
（
禮
・
例
・

戾
な
ど
）
が
リ
と
讀
ま
れ
て
い
る
た
め
、
中
國
で
も
日
本
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
「
正

♫
」
に
合
わ
な
い
「
連
入
聲
」
と
い
う
妥
協
案
を
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
述
べ

る
の
だ
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
以
外
の
『
品
字
箋
』
に
由
來
す
る
㊟
♫
は
中
國
で

も
日
本
で
も
「
正
♫
」
に
合
う
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

い
わ
ゆ
る
「
此
方
の
正
♫
」
は
、『
日
本
書
紀
』
等
で
用
い
ら
れ
た
萬
葉
假
名

が
表
す
♫
で
あ
る
と
白
石
は
述
べ
て
い
る（

（3
（

。
そ
の
認
識
に
基
づ
き
、
白
石
は
萬
葉

假
名
で
は
通
用
し
な
い
『
品
字
箋
』
の
用
字
を
、『
品
字
箋
』
に
お
け
る
同
♫
字

で
修
正
す
る
こ
と
が
あ
る（

（3
（

。
例
え
ば
、『
品
字
箋
』
の
衣
の
㊟
♫
「
衣
以
意
一
」

は
『
東
♫
譜
』
で
假
名
の
イ
の
㊟
♫
に
導
入
さ
れ
る
際
に
、
衣
が
『
日
本
書
紀
』

で
は
常
に
エ
の
萬
葉
假
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
伊
を
衣
に
代
用
し
て

「
伊
以
意
一
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
東
♫
譜
』
に
『
品
字
箋
』
の
體
系
を
可

能
な
限
り
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
か
ら
言
え
ば
、
中
國
の
利
用
者

の
よ
う
に
『
品
字
箋
』
を
「
正
♫
」
を
傳
え
る
字
書
と
白
石
が
認
識
し
て
い
た
可



『
諧
聲
品
字
箋
』
に
與
え
ら
れ
た
翼

一
六
七

能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

㊟
目
す
べ
き
は
、
假
名
の
ツ
が
『
東
♫
譜
』
で
「
徒
土
菟
禿
」
と
㊟
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
品
字
箋
』
に
お
い
て
徒
が
屬
す
るdu

同
♫
字
組

（
代
表
字
：
途
）
の
㊟
♫
「
途
土
吐
禿
」
に
由
來
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、『
品
字
箋
』

で
淸
♫
聲
母
に
歸
さ
れ
、
尙
且
つ
ツ
を
表
記
し
得
る
萬
葉
假
名
の
都
・
州
・
隻
な

ど
の
字
で
は
な
く
、
濁
♫
聲
母
の
徒
を
使
う
の
は
、
白
石
が
『
品
字
箋
』
の
吳
語

的
性
質
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

白
石
に
と
っ
て
、『
品
字
箋
』
は
單
に
北
方
♫
に
近
い
「
正
♫
」
を
表
す
字
書

に
止
ま
ら
な
い
。
♫
㊟
の
ほ
か
、
白
石
は
そ
の
字
義
に
も
㊟
意
を
拂
い
、『
東
雅
』

な
ど
の
自
著
に
㊟
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
白
石
は
さ
ら
に
『
品
字
箋
』
を
書
き

拔
い
て
抄
錄
本
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
れ
は
白
石
自
筆
抄
本
『
諧
聲
品
字
箋
』

（
請
求
記
號
：
三
―
Ｅ
―
53
）
と
し
て
現
在
東
洋
文
庫
に
所
藏
さ
れ
る
。
二
册
の
和

裝
本
と
し
て
綴
り
合
わ
せ
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
字
體
や
抄
錄
內
容
の
性
格
が
一
樣

で
は
な
い
三
種
類
の
抄
錄
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
抄
錄
本
の
特
徵
は
下

記
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

抄
錄
本
Ⅰ
：
上
册
前
半
（
二
十
四
葉
ま
で
）。
行
草
。
難
字
と
常
用
字
が
混
在
、

字
を
收
錄
す
る
方
針
は
不
明
瞭
。
一
部
の
字
に
無
規
則
に
朱
色
の
丸
が
附
せ

ら
れ
る
。

抄
錄
本
Ⅱ　

上
册
後
半
。
明
瞭
な
楷
書
。
卷
末
に
は
書
名
、
著
者
及
び
寫
し

た
底
本
の
卷
數
の
奧
書
き
が
あ
る
。
常
用
字
が
多
數
、
殆
ど
の
字
に
聲
點
が

附
い
て
い
る
。

抄
錄
本
Ⅲ　

下
册
全
體
。
草
書
。
難
字
が
多
數
、
假
名
の
♫
㊟
が
點
在
。

　

抄
錄
本
Ⅰ
と
Ⅲ
は
無
造
作
な
體
裁
を
示
し
て
お
り
、
字
書
を
讀
み
な
が
ら
、
稀

に
し
か
使
わ
ぬ
字
な
ど
を
そ
の
都
度
書
き
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、

明
瞭
な
楷
書
を
用
い
る
抄
錄
本
Ⅱ
に
記
さ
れ
る
の
は
お
お
む
ね
常
用
字
で
あ
り
、

整
理
を
經
た
印
象
を
與
え
る
。
抄
錄
さ
れ
た
字
は
基
本
的
に
平
上
去
入
を
表
す
聲

點
が
圈
發
の
位
置
に
附
け
ら
れ
て
お
り
、
白
石
は
『
品
字
箋
』
を
字
♫
を
學
ぶ
材

料
と
し
て
利
用
し
て
い
た
樣
子
が
窺
え
る
。

　

㊟
目
す
べ
き
は
、
抄
錄
本
Ⅱ
で
收
錄
さ
れ
た
字
は
お
お
む
ね
常
用
字
で
、
中
で

も
虛
詞
が
最
も
多
く
收
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
虛
詞
の
場
合
に
は
字
の
上
に
朱

で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
●
が
あ
り
、
實
詞
の
場
合
に
は
○
が
附
い
て
い
る
。
そ
こ
か

ら
見
れ
ば
、
白
石
は
意
識
的
に
虛
詞
を
抄
錄
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
抄
錄
本
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
確
定
で
き
な
い
が
、『
品

字
箋
』
に
白
石
が
觸
れ
た
十
七
世
紀
末
頃
に
は
、
三
好
似
山
の
『
廣
益
助
語
辭
集

例
』（
元
祿
七
年
＝
一
六
九
四
刊（

（3
（

）
な
ど
、
元
の
盧
以
緯
の
『
助
語
辭
』
を
手
掛
か

り
に
虛
詞
に
對
す
る
硏
究
が
日
本
で
展
開
し
始
め
て
い
た
。
白
石
が
虛
詞
に
重
き

を
置
く
の
は
、
こ
の
學
術
的
潮
流
と
無
緣
で
は
な
か
ろ
う
。
さ
ら
に
、
白
石
が
抄

錄
本
Ⅱ
に
抄
錄
し
た
虛
詞
に
は
文
言
用
語
が
數
量
的
に
は
多
い
も
の
の
、
文
言
色

が
薄
い
那
、
是
、
些
、
阿
、
了
な
ど
の
語
も
收
め
ら
れ
て
い
る
。
口
頭
語
に
㊟
意

を
拂
う
こ
と
は
、
十
八
世
紀
初
め
頃
に
成
立
し
た
荻
生
徂
徠
の
『
譯
文
筌
蹄
』
卷

五
助
語
下（

（3
（

に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
徂
徠
が
收
錄
し
な
い
喒
な
ど
の
俗

語
も
白
石
は
書
き
留
め
る
。

　

で
は
、
白
石
は
な
ぜ
こ
の
『
品
字
箋
』
か
ら
こ
の
よ
う
な
抄
錄
本
を
作
っ
た
の

か
。
そ
れ
に
答
え
る
に
は
、
さ
ら
に
同
時
代
の
儒
者
の
『
品
字
箋
』
に
對
す
る
認

識
を
檢
證
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

四
、�「
正
音
」
の
延
長
線
：�

「
正
音
」
の
字
書
か
ら
「
辭
書
」
へ
の
變
容

　
『
品
字
箋
』
が
「
正
♫
」
の
字
書
で
あ
り
、
さ
ら
に
北
方
♫
に
近
い
「
正
♫
」

を
表
す
字
書
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
日
本
に
傳
播
し
、
白
石
を
筆
頭
と
す
る
儒
學



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

一
六
八

者
に
影
响
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
節
で
既
に
確
認
し
た
。
但
し
、「
正
♫
」

と
い
う
槪
念
は
、
江
戶
中
期
の
儒
學
者
た
ち
の
文
脈
に
お
い
て
中
國
と
は
異
な
る

意
味
が
生
ま
れ
て
い
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
の
「
正
♫
」
は
、
單
純
に
正
し
い
字
♫

で
は
な
く
、
言
葉
遣
い
や
文
法
な
ど
も
含
む
言
語
の
全
體
で
あ
っ
た
と
理
解
す
べ

き
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。
時
代
は
や
や
下
る
が
、
文
雄
は
『
三
♫
正
譌
』（
寶
曆

二
年
＝
一
七
五
二
）
に
て
、「
中
原
の
♫
」
を
「
正
♫
」「
雅
♫
」
と
し
た
上
で
、

そ
れ
を
「
平
常
言
語
♫
」
の
「
俗
話
」
と
、「
讀
書
♫
」
の
「
官
話
」
と
に
分
け

て
い
る（

（4
（

。
こ
れ
を
要
す
る
に
、「
正
♫
」
は
江
戶
時
代
の
儒
學
者
の
文
脈
に
お
い

て
讀
書
に
使
う
正
し
い
發
♫
以
外
に
、
既
に
口
頭
語
の
意
味
を
も
獲
得
し
て
い
た

の
で
あ
る
。『
品
字
箋
』
の
「
正
♫
」
も
、
こ
の
よ
う
な
槪
念
の
遷
移
に
影
响
さ

れ
、
さ
ら
に
進
ん
で
白
話
の
辭
書
と
い
う
性
格
を
も
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
。

　

例
と
し
て
は
、『
品
字
箋
』
を
宋
元
以
降
の
漢
語
を
調
べ
る
た
め
の
「
辭
書
」

と
し
て
利
用
し
て
い
た
榊
原
篁
洲
（
一
六
五
六
―
一
七
〇
六
）
が
擧
げ
ら
れ
る
。
篁

洲
は
元
祿
三
年
（
一
六
九
〇
）、
儒
官
と
し
て
紀
州
藩
に
仕
え
る
中
で
、
藩
主
德
川

光
貞
の
命
を
受
け
『
大
明
律
例
諺
解（

（4
（

』
の
稿
を
起
し
た
。
そ
の
中
で
『
品
字
箋
』

を
引
用
す
る
箇
所
は
、『
字
彙
』『
正
字
通
』
な
ど
と
比
べ
て
も
決
し
て
少
な
く
は

な
い
。
さ
ら
に
、
篁
洲
が
『
品
字
箋
』
を
も
っ
て
㊟
し
た
語
の
性
格
を
考
察
す
る

と
、
そ
の
殆
ど
が
宋
元
以
降
の
文
獻
に
出
る
通
用
的
語
彙
で
あ
る
と
わ
か
る
。
卷

二
に
見
ら
れ
る
『
品
字
箋
』
を
引
用
し
た
箇
所
を
例
と
し
て
擧
げ
れ
ば
、「
搶
奪
」

（『
元
典
章
新
集
』「
刑
部
」）「
兌
支
」（『
元
典
章
』「
兵
部
一
」）
は
元
代
の
典
章
に
見

ら
れ
る
用
語
で
、「
掯
取
」（
岳
伯
川
『
鐵
拐
李
』
第
二
折
）
は
元
曲
な
ど
に
用
例
が

確
認
で
き
る
。
そ
の
他
、「
開
豁
」「
揑
奏
」「
繳
報
」「
務
場
」
な
ど
、
宋
元
以
降

の
文
獻
に
出
て
く
る
用
語
に
も
『
大
明
律
例
諺
解
』
で
は
『
品
字
箋
』
を
用
い
て

㊟
を
施
し
て
い
る
。

　

白
石
は
篁
洲
と
と
も
に
木
下
順
庵
に
師
事
し
た
こ
と
が
あ
り
、『
品
字
箋
』
が

口
頭
語
を
調
べ
る
の
に
役
立
つ
と
い
う
情
報
を
共
㊒
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い（

（4
（

。

白
石
も
『
品
字
箋
』
を
用
い
て
、
正
德
新
令
に
關
わ
る
明
淸
律
法
の
用
語
を
調
べ

た
こ
と
が
あ
る
と
先
行
硏
究
は
指
摘
す
る（

（4
（

。
そ
こ
か
ら
見
れ
ば
、
白
石
が
『
品
字

箋
』
を
使
っ
て
虛
詞
の
用
法
、
と
り
わ
け
口
頭
語
の
虛
詞
に
着
目
し
た
特
徵
的
抄

錄
本
を
作
る
の
も
、
こ
の
認
識
に
基
づ
く
可
能
性
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
篁
洲
と

白
石
が
『
品
字
箋
』
を
明
淸
律
法
の
用
語
調
査
に
活
用
し
た
こ
と
は
、
變
法
や
改

革
の
據
り
所
と
し
て
律
法
が
重
視
さ
れ
た
明
治
時
代
ま
で
そ
の
影
响
が
見
ら
れ
る
。

大
學
南
校
が
文
部
省
に
請
求
し
た
書
目
に
は
『
品
字
箋
』
が
明
淸
律
法
書
の
み
な

ら
ず
、『
佛
蘭
西
民
法
』『
泰
西
國
法
論
』
な
ど
歐
州
の
法
律
書
と
も
竝
列
さ
れ
て

い
る（

（4
（

。
そ
こ
か
ら
『
品
字
箋
』
が
法
律
の
㊟
釋
本
と
し
て
の
性
格
を
獲
得
し
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

さ
て
、
中
國
淸
代
に
目
を
向
け
る
と
、
文
脈
は
日
本
と
異
な
る
も
の
の
、
そ
こ

で
も
類
似
し
た
現
象
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
窺
え
る
の
は
、『
脂
硯
齋
重
評
石
頭

記
』（
乾
隆
期
）
で
あ
る
。
脂
批
は
文
字
の
訓
詁
・
讀
♫
に
殆
ど
㊟
意
を
向
け
て
お

ら
ず
、
各
本
に
見
ら
れ
る
訓
詁
も
合
わ
せ
て
八
箇
所
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
左

に
揭
げ
る
よ
う
に
、
そ
の
中
の
三
箇
所
は
『
品
字
箋
』
に
由
來
す
る
と
明
記
さ
れ

る
（
①
②
③
）
ほ
か
、
諸
字
書
と
照
合
し
た
結
果
、『
品
字
箋
』
に
由
來
す
る
可
能

性
が
あ
る
箇
所
が
さ
ら
に
二
例
（
④
⑤
）
見
出
さ
れ
る
。

①
姥
姥
（
第
六
囘
「
將
岳
母
劉
姥
姥
接
來
」）：
♫
老
，
出
《
諧
聲
字
箋
》。
稱
呼

畢
肖
。（
甲
戌
）

→
對
應
箇
所
：
姥
（m

u

上
聲
）、「
今
江
北
變
作
老
♫
，
呼
外
祖
母
爲
姥
。」

（
戊
集
五
二
葉
裏（

（4
（

）

②
逛
（
第
六
囘
「
帶
他
進
城
逛
去
」）：
♫
光
去
聲
，
游
也
，
出
《
諧
聲
字
箋
》。

（
甲
戌
）



『
諧
聲
品
字
箋
』
に
與
え
ら
れ
た
翼

一
六
九

③
俇
俇
俇
俇
（
第
十
七
囘
「
大
家
去
俇
俇
俇
俇
」）：
♫
光
字
去
聲
，
出
《
偕
聲
字
箋
》。

（
庚
辰　
己
卯
㊒
正
同
）

→
對
應
箇
所
：
𠉫𠉫
（kuɑŋ

去
聲
）、「
無
事
閑
行
曰
𠉫𠉫
、
亦
作
俇俇
。」（
己
集
八

一
葉
裏
）

④
𣢑
𣢑
𣢑
𣢑
（
第
十
九
囘
「
茗
烟
𣢑
𣢑
𣢑
𣢑
笑
衟
」）：
𣢑𣢑
♫
希
。
𣢑
𣢑
𣢑
𣢑
，
笑
貌
。（
庚
辰
眉

批
）

→
對
應
箇
所
：
𣢑𣢑
（hi

平
聲
、
希
と
同
♫
）、「
𣢑
𣢑
𣢑
𣢑
，
笑
貌
」（
己
集
十
二
葉

裏
）

⑤
𢔤𢔤
（
第
二
十
三
囘
「
𢔤𢔤
到
這
邊
來
」）：
𢔤𢔤
，
撐
去
聲
。（
庚
辰
眉
批
）

→
對
應
箇
所
：
𢔤𢔤
（ts

heŋ

去
聲
、
同
♫
字
組
の
代
表
字
「
蹭
」
に
は
「
撐
去
聲
」

と
㊟
さ
れ
て
い
る
）（
庚
集
七
二
葉
裏（

（4
（

）

　

脂
批
で
『
品
字
箋
』
に
依
據
し
て
㊟
さ
れ
た
「
逛
」「
姥
姥
」、
さ
ら
に
そ
の
可

能
性
が
㊒
る
「
𣢑
𣢑
𣢑
𣢑
（
＝
嘻
嘻
）」
は
、
す
べ
て
俗
語
な
い
し
は
北
方
語
的
語
彙
で

あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
脂
硯
齋
は
『
品
字
箋
』
を
用
い
て
北
方
語
を
點
驗
し
た
の
か
。

手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
姥
の
字
義
に
あ
る
。『
字
彙
』
や
『
正
字
通
』
な
ど
の

『
品
字
箋
』
と
同
時
代
の
字
書
に
は
、
老
と
い
う
讀
み
方
が
收
め
ら
れ
て
い
な
い
。

實
は
、『
品
字
箋
』
は
杭
州
方
言
讀
書
♫
の
字
書
で
あ
り
な
が
ら
、
姥
も
含
め
て

喒
・
們
・
您（

（4
（

な
ど
の
北
方
語
も
「
江
北
」「
北
人
」
の
語
や
「
俗
語
」
と
㊟
し
た

上
で
一
部
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
異
質
な
特
徵
は
、
そ
れ
が
北
方
語
や
俗
語
を

調
べ
る
辭
書
へ
と
變
容
す
る
可
能
性
を
與
え
る
。
雍
正
期
以
降
、「
正
♫
」
は
口

語
語
彙
（
と
く
に
北
方
語
）
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
た
言
語
を
習
得
す
る
た
め

の
書
物
に
冠
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
廣
東
や
福
建
で
も
高
靜
亭
『
正
♫
撮
要
』、

莎
彝
尊
『
正
♫
咀
華
』
な
ど
を
敎
え
る
本
格
的
な
正
♫
書
が
出
版
さ
れ
た
。『
品

字
箋
』
が
北
方
語
ま
た
は
口
語
を
調
べ
る
た
め
の
辭
書
と
し
て
使
わ
れ
て
い
く
流

れ
は
、
そ
の
「
正
♫
」
に
對
す
る
理
解
の
變
化
と
軌
を
一
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
中
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
二
つ
の
文
脈
に
お
い
て
も
、「
正
♫
」

と
い
う
語
は
單
純
な
字
♫
か
ら
、
口
頭
語
へ
擴
充
さ
れ
る
流
れ
が
見
て
取
れ
る
。

そ
れ
に
從
い
、『
品
字
箋
』
を
「
正
♫
」
の
書
と
す
る
認
識
の
內
實
も
、
變
容
す

る
こ
と
と
な
る
。
日
本
で
は
白
石
が
そ
れ
を
虛
詞
の
學
習
に
活
用
し
、
篁
洲
が

『
大
明
律
例
諺
解
』
で
宋
元
以
來
の
語
の
理
解
に
『
品
字
箋
』
の
字
義
を
重
視
し
、

中
國
で
も
『
紅
樓
夢
』
の
北
方
語
の
㊟
釋
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
品

字
箋
』
は
「
正
♫
」
に
對
す
る
認
識
の
相
違
に
從
い
、
近
代
漢
語
或
い
は
北
方
語

を
調
べ
る
た
め
の
「
辭
書
」
へ
と
變
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、�「
正
音
」
の
退
場
：�

十
八
世
紀
中
期
以
降
日
本
に
お
け
る
再
認
識

　

日
本
で
は
、
篁
洲
と
白
石
の
時
期
以
降
、
十
八
世
紀
末
期
ま
で
『
品
字
箋
』
を

愛
讀
す
る
學
者
は
稀
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
引
用
す
る
例
は
、
伊
藤
東
涯
『
秉
燭

談
』（
享
保
十
四
年
＝
一
七
二
九
自
序
）、
無
著
衟
忠
『
禪
林
象
器
箋
』（
寬
保
元
年
＝

一
七
四
一
序
）
な
ど
に
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
引
用
の
方
針
は
明
確
で
は
な
い
。

そ
の
他
、『
品
字
箋
』
に
關
す
る
評
價
な
ど
の
言
論
も
管
見
の
限
り
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。『
品
字
箋
』
は
文
獻
上
、「
空
白
」
の
時
期
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
十
八
世
紀
後
期
に
な
る
と
、『
品
字
箋
』
に
關
す
る
記
錄
は
增
加
に

轉
ず
る
。
特
に
、
徂
徠
學
と
の
關
係
を
も
つ
學
者
に
よ
る
記
錄
が
目
を
引
く
。
例

と
し
て
小
宮
山
昌
秀
（
一
七
六
四
―
一
八
四
〇
）
を
擧
げ
よ
う
。
立
原
翠
軒
の
門
人

で
徂
徠
學
の
流
れ
を
汲
む
昌
秀
は
、
水
戶
藩
主
の
德
川
齊
昭
に
仕
え
、『
大
日
本

史
』
の
編
纂
に
攜
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
昌
秀
は
伊
勢
で
河
原
左
膳
と
い
う
人
に

會
い
、
そ
の
手
書
き
の
『
資
治
通
鑒
』
と
『
品
字
箋
』
な
ど
を
見
て
、「
嗚
呼
今

ノ
世
如
此
篤
學
ノ
人
ア
ル
ベ
シ
ト
ハ
オ
モ
ハ
ザ
リ
シ（
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」
と
稱
贊
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
『
品
字
箋
』
が
徂
徠
學
派
に
よ
っ
て
「
篤
學
」
の
象
徵
と
さ
れ
、
廣
く
利
用
さ



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

一
七
〇

れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
に
批
判
的
立
場
を
取
る
人
々
の
記
錄
か
ら
も
見
え
る
窺

え
る
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
刊
行
の
山
本
北
山
（
一
七
五
二
―
一
八
一
二
）『
作

詩
志
彀
』
は
、
徂
徠
派
の
入
江
南
溟
作
の
「
長
而
遊
于
我
社
中
」
と
い
う
一
句
を

批
判
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

我
社
中
の
我
の
字
、
吾
の
字
に
作
る
べ
し
、
徠
家
の
諸
先
生
多
く
我
吾
の
別

ち
を
知
ら
ず
、
徂
徠
の
學
則
に
、
我
本
邦
と
書
べ
き
を
、
吾
本
邦
と
書
き
誤

れ
り
、
華
邦
の
書
に
、
吾
國
吾
鄕
吾
黨
な
ど
ヽ
あ
る
を
見
て
、
妄
意
に
用
ひ

ら
れ
し
な
り
、
知
ら
ず
古
人
の
我
と
か
く
べ
き
を
、
吾
と
書
た
る
樣
な
る
も
、

細
か
に
視
れ
ば
、
嚴
密
に
用
法
の
差
別
存
す
る
こ
と
を
、
之
を
要
す
る
に
、

徠
翁
ま
さ
に
品
字
箋
の
た
め
に
、
誤
ら
れ
た
る
な
ら
ん
。
徠
翁
の
身
に
非
ず
、

品
字
箋
、
通
雅
な
ど
ヽ
云
妄
書
を
儀
則
と
し
て
、
字
法
を
謬
る
者
、
往
々
鮮

か
ら
ず（

（4
（

。

　

北
山
は
こ
こ
で
徂
徠
派
の
學
者
が
『
品
字
箋
』『
通
雅
』
な
ど
の
妄
書
に
則
る

こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
實
は
、
筆
者
が
確
認
し
た
範
圍
で
は
、
徂
徠
は
『
品
字

箋
』
に
言
及
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
北
山
の
評
語
は
、
當
時
に
お
い
て
『
品
字

箋
』
が
既
に
「
徂
徠
學
」
と
繫
が
る
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
解

讀
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
徂
徠
學
と
の
關
係
を
㊒
す
る
學
者
に
よ
る
利
用
は
、
恐
ら

く
そ
の
よ
う
な
認
識
の
影
响
を
受
け
、
徂
徠
學
或
い
は
古
文
辭
學
者
と
し
て
の
自

己
同
一
性
に
基
づ
く
行
爲
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
品
字
箋
』
は
徂
徠
派
學
者
に
活
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
徂
徠
學
の
影
响
を
受

け
た
國
學
者
、
と
り
わ
け
江
戶
晚
期
、
水
戶
藩
主
・
德
川
齊
昭
時
代
の
後
期
水
戶

學
に
連
な
る
學
者
た
ち
も
、『
品
字
箋
』
に
關
心
を
寄
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

時
期
の
『
品
字
箋
』
愛
讀
者
と
し
て
小
山
田
與
淸
（
一
七
八
三
―
一
八
四
七
、
天
保

二
年
（
一
八
三
一
）
に
德
川
齊
昭
の
招
聘
を
受
け
江
戶
彰
考
館
に
出
仕
し
た
）
が
擧
げ
ら

れ
る
。
與
淸
は
國
學
者
の
屋
代
弘
賢
か
ら
『
品
字
箋
』
を
抵
當
に
金
五
兩
を
借
り

出
し
た（

（5
（

。
享
和
前
後
の
節
用
書
は
普
通
一
册
十
匁
以
下（

（5
（

で
、
こ
れ
は
當
時
に
於
い

て
は
相
當
に
高
い
値
段
と
考
え
ら
れ
る
。
與
淸
は
さ
ら
に
小
谷
三
思
に
答
え
る
手

紙
に
、『
品
字
箋
』
を
『
字
彙
』『
康
煕
字
典
』
よ
り
も
前
に
竝
べ
、
便
利
な
字
書

と
し
て
提
示
し
て
い
る（

（5
（

。
與
淸
が
『
品
字
箋
』
を
重
視
し
て
い
た
樣
は
こ
こ
か
ら

も
窺
え
る
。

　

さ
ら
に
、
反
徂
徠
派
も
『
品
字
箋
』
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
北
山
の

ほ
か
、
徂
徠
派
に
反
對
す
る
立
場
に
あ
っ
た
大
阪
懷
德
堂
派
の
中
井
碩
果
（
一
七

七
一
―
一
八
四
〇
）
も
そ
の
一
人
に
數
え
ら
れ
る
。
後
に
丁
氏
八
千
卷
樓
藏
書
に

收
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
藤
和
知
福
嘉
永
二
年
覆
寫
本
の
『
品
字
箋
』
で
は
、
そ

の
底
本
に
つ
い
て
「
石
窩
先
生
（
中
井
碩
果
）
書
く
所
な
り
。
予
は
一
日
こ
れ
を

懷
德
堂
で
見
、
甚
だ
奇
と
す
。
蓋
し
先
生
近
閭
の
豪
吏
に
借
る
と
云
ふ（

（5
（

。」
と
識

語
で
述
べ
て
い
る
。

　
『
品
字
箋
』
の
流
行
は
幕
末
の
記
錄
に
ま
で
見
ら
れ
る
。
岡
本
保
孝
は
「
轉
㊟

說
」
の
附
錄
（
一
八
五
三
）
で
、『
品
字
箋
』
に
お
け
る
轉
㊟
と
假
借
に
關
す
る
見

方
に
對
し
て
、「
轉
㊟
の
釋
を
讀
む
に
、
大
に
小
學
の
旨
を
得
た
る
や
う
に
お
も

は
れ
て
、
大
方
は
こ
れ
に
て
轉
㊟
の
こ
と
は
よ
き
を
、
何
故
に
棭
齋
先
生
の
引
用

さ
れ
ぬ
こ
と
か
と
疑
ひ
な
が
ら
」、「
假
借
の
解
を
讀
む
に
甚
だ
わ
ろ
し（

（5
（

」
と
猛
烈

に
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
保
孝
は
『
品
字
箋
』
に
消
極
的
な
評
價
を
與
え

て
い
る
が
、
そ
れ
は
、『
品
字
箋
』
が
大
方
の
學
者
の
目
を
引
い
て
い
た
こ
と
を

證
言
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　

問
題
な
の
は
、
こ
の
時
代
に
至
っ
て
、『
品
字
箋
』
か
ら
「
正
♫
」
の
字
書
と

い
う
性
格
が
脫
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
㊟
目
す
べ
き
は
、『
品
字
箋
』
に
言

及
す
る
記
錄
は
增
え
る
一
方
で
、
そ
れ
を
㊟
釋
に
積
極
的
に
引
用
す
る
文
獻
は
管

見
の
限
り
極
め
て
少
な
く
、『
品
字
箋
』
を
引
用
し
て
い
て
も
、
そ
の
引
用
目
的

は
明
確
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
丹
波
元
簡
『
素
問
記
聞
』（
享
和
年
閒
）、



『
諧
聲
品
字
箋
』
に
與
え
ら
れ
た
翼

一
七
一

近
藤
守
重
『
金
銀
圖
錄
』（
文
化
七
年
＝
一
八
一
〇
自
序
）
に
見
ら
れ
る
㊟
語
は
、

「
漿
」、「
錠
」
な
ど
の
一
般
語
に
對
す
る
も
の
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
特
に
目
的
性
が
な
く
『
品
字
箋
』
を
引
用
す
る
こ
と
は
、
前
述
し

た
伊
藤
東
涯
『
秉
燭
談
』
や
無
著
衟
忠
『
禪
林
象
器
箋
』
に
通
ず
る
事
象
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
十
八
世
紀
中
期
の
文
獻
上
の
「
空
白
」
時
代
に
、『
品
字
箋
』
を
「
正

♫
」
の
字
書
と
認
識
す
る
文
脈
が
喪
失
し
て
い
た
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。「
正

♫
」
と
い
う
幻
像
か
ら
解
放
さ
れ
た
『
品
字
箋
』
は
、
改
め
て
「
徂
徠
派
が
好
む

字
書
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
傳
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
『
品
字
箋
』
の
讀
ま
れ
た
歷
史
、
及
び
そ
れ
を
「
正
♫
」
の
字
書
と

す
る
認
識
の
變
容
の
經
緯
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
こ
こ
で
今
一
度
整
理
し
て
み

よ
う
。

　

ま
ず
『
品
字
箋
』
の
♫
韻
體
系
は
そ
の
著
者
に
よ
っ
て
如
何
に
し
て
認
識
さ
れ
、

定
義
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
初
印
本
で
は
單
に
傳
統
的
な
韻
書
體
系

と
は
異
に
す
る
と
示
さ
れ
て
い
た
が
、
後
印
本
で
は
「
吳
♫
」
と
明
確
化
さ
れ
る

一
方
で
、「
正
♫
＝
吳
語
的
讀
書
♫
」
と
い
う
觀
念
に
基
づ
き
、
そ
の
目
指
す
體

系
は
「
正
♫
」
で
あ
る
と
標
榜
さ
れ
る
。

　

後
印
本
の
凡
例
や
現
存
す
る
刊
本
の
狀
況
か
ら
見
る
と
、
初
印
本
よ
り
「
正

♫
」
の
字
書
と
明
示
す
る
後
印
本
の
ほ
う
が
廣
く
傳
わ
っ
た
。
し
か
し
、「
正
♫
」

と
い
う
語
は
可
塑
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
讀
者
に
『
品
字
箋
』
の
標
榜
す
る
「
正

♫
」
を
誤
解
し
變
容
さ
せ
る
可
能
性
を
與
え
た
。
序
文
を
書
い
た
裘
充
美
で
も
そ

の
「
正
♫
」
に
含
む
方
言
的
要
素
を
見
逃
し
、「
協
五
土
之
中
」
と
い
う
語
を
も

っ
て
「
正
♫
」
を
汎
語
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
『
品
字
箋
』
は
十
七
世
紀
末
頃
に
江
西
・
福
建
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
歐
州

人
に
よ
る
記
錄
か
ら
見
て
取
れ
る
。
彼
ら
は
『
品
字
箋
』
を
宣
敎
の
思
想
材
料
と

し
て
使
用
し
た
ほ
か
、
そ
れ
に
基
づ
き
漢
字
の
讀
♫
を
敎
え
る
字
典
も
新
た
に
編

纂
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
品
字
箋
』
は
彼
ら
が
撰
し
た
字
典
で
は
吳
語
的
要
素

が
殆
ど
消
滅
し
、
お
お
む
ね
『
耳
目
資
』
に
近
似
す
る
♫
系
に
當
て
嵌
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
改
造
は
、『
品
字
箋
』
の
♫
系
が
㊒
す
る
特
殊
性
と
無
關
係

で
は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
彼
ら
歐
州
人
が
中
國
語
を
學
ん
だ
中
國
南
方
の
一

般
識
字
層
の
使
用
傾
向
に
直
接
の
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
國
の
文
獻
で

は
、
ま
る
で
水
面
下
に
息
を
潛
め
る
か
の
よ
う
な
『
品
字
箋
』
の
讀
者
は
、
歐
州

人
の
記
錄
か
ら
窺
う
に
、
恐
ら
く
『
品
字
箋
』
の
「
正
♫
」
を
北
方
♫
に
近
い
も

の
と
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
品
字
箋
』
の
♫
系
を
北
方
♫
に
近
い
「
正
♫
」
と
す
る
あ
る
種

の
「
誤
解
」
は
、『
品
字
箋
』
と
と
も
に
十
七
世
紀
末
頃
に
既
に
日
本
へ
も
傳
來

し
て
い
た
。
新
井
白
石
は
こ
の
認
識
の
影
响
を
受
け
、『
品
字
箋
』
の
特
殊
な
㊟

♫
方
式
を
用
い
『
東
♫
譜
』
の
㊟
♫
に
活
用
し
た
ほ
か
、
そ
れ
を
書
き
寫
し
、
收

錄
さ
れ
る
虛
詞
（
と
り
わ
け
口
頭
語
の
虛
詞
）
に
㊟
意
し
抄
錄
本
を
作
っ
た
。

　

そ
し
て
、「
正
♫
」
の
含
義
が
日
中
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
に
お
い
て
、
單
純
な
字

♫
か
ら
口
頭
語
へ
と
擴
充
す
る
に
從
い
、『
品
字
箋
』
の
機
能
も
字
書
か
ら
辭
書

に
轉
換
し
て
い
っ
た
。
榊
原
篁
洲
の
『
大
明
律
例
諺
解
』
で
も
『
脂
硯
齋
重
評
石

頭
記
』
で
も
、『
品
字
箋
』
が
近
代
漢
語
ま
た
は
北
方
語
の
語
彙
を
點
驗
す
る
際

に
使
わ
れ
て
い
た
實
態
が
窺
え
る
。

　

十
八
世
紀
中
期
以
降
、
中
國
で
も
歐
州
で
も
『
品
字
箋
』
に
關
す
る
文
獻
記
錄

は
殆
ど
皆
無
に
な
る
。
し
か
し
、
十
八
世
紀
末
頃
か
ら
十
九
世
紀
ま
で
に
、
日
本

で
は
『
品
字
箋
』
を
利
用
す
る
高
潮
が
訪
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
半
世
紀

程
は
、『
品
字
箋
』
の
利
用
は
低
潮
で
、
そ
の
閒
に
、「
正
♫
」
の
字
書
と
い
う
認

識
は
廢
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
替
わ
っ
て
登
場
し
た
の
が
『
品
字
箋
』
＝
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「
徂
徠
派
が
好
む
字
書
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
で
あ
っ
た
。

　
『
品
字
箋
』
の
讀
ま
れ
た
歷
史
は
、
そ
れ
に
宿
っ
て
い
た
「
正
♫
」
と
い
う

「
神
」
が
、
讀
者
層
ご
と
に
異
な
る
理
解
と
想
像
に
基
づ
き
、
多
種
多
樣
な
「
偶

像
」
を
作
り
上
げ
、
具
象
化
さ
れ
て
き
た
歷
史
で
あ
る
。
浙
江
人
の
著
者
が
考
え

た
「
正
♫
」
は
方
言
の
體
系
に
包
攝
さ
れ
た
讀
書
♫
で
あ
っ
た
が
、
江
西
や
福
建

の
一
般
的
識
字
層
に
お
け
る
「
正
♫
」
は
北
方
♫
に
近
い
性
格
が
あ
っ
た
。
白
石

に
と
っ
て
の
中
國
の
「
正
♫
」
は
、
同
時
代
の
正
し
い
♫
を
示
す
と
い
う
大
前
提

は
㊒
し
な
が
ら
も
、
白
石
と
篁
洲
が
文
獻
解
釋
に
『
品
字
箋
』
を
活
用
す
る
際
、

そ
の
「
正
♫
」
は
文
言
調
も
含
む
宋
元
以
降
に
形
成
さ
れ
た
口
頭
語
と
い
う
含
意

を
許
容
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
脂
硯
齋
の
『
品
字
箋
』
利
用
が
示
す
「
正

♫
」
は
既
に
北
方
語
と
い
う
意
味
を
獲
得
し
て
い
た
。

　

彈
性
が
あ
り
可
塑
的
な
「
正
♫
」
は
、
槪
念
上
の
一
種
の
假
想
的
「
標
準
♫
」

或
は
「
標
準
語
」
で
あ
っ
た
た
め
、
多
樣
な
利
用
の
場
を
獲
得
し
た
。
換
言
す
る

と
、
そ
れ
は
假
想
的
言
語
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
個
々
の
讀
者
が
期
待
す
る
翼
を
與

え
ら
れ
、
樣
々
な
利
用
の
可
能
性
を
得
た
の
で
あ
る
。

㊟（
1
）　

耿
振
生
『
明
淸
等
韻
學
通
論
』（
語
文
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）、
一
二
六
頁
。

（
2
）　
『
四
庫
全
書
總
目
』（
中
華
書
局
影
乾
隆
浙
江
刻
本
、
一
九
六
五
）、
三
九
〇
頁
下

欄
、「
自
來
字
書
、
韻
書
，
截
然
兩
途
，
德
升
必
强
合
而
一
之
。」

（
3
）　

張
詠
梅
『《
諧
聲
品
字
箋
》
的
♫
系
硏
究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
一
一
年
）、
二
一

八
―
二
二
〇
頁
。

（
4
）　
『
品
字
箋
』
は
康
煕
十
六
年
に
蘇
州
敦
本
堂
で
刊
行
さ
れ
た
初
印
本
、
康
煕
二
十

四
年
に
嗣
集
が
「
展
園
主
人
」
の
名
義
で
出
版
し
た
後
印
本
Ⅰ
と
、
二
十
六
年
に
裘

充
美
の
序
文
を
附
け
加
え
て
再
刊
行
し
た
後
印
本
Ⅱ
と
い
う
三
種
類
の
刊
本
が
あ
る
。

書
誌
に
關
す
る
詳
細
は
拙
稿
「『
諧
聲
品
字
箋
』
に
關
す
る
一
書
誌
學
的
硏
究
」

（『
汲
古
』
八
六
號
に
揭
載
豫
定
、
二
〇
二
四
年
）
を
參
照
。

（
5
）　

國
立
公
文
書
館
所
藏
『
諧
聲
品
字
箋
』（
大
學
東
校
舊
藏
本
、
請
求
番
號
：

2
7
8
―
0
2
7
1
）、
虞
德
升
「
凡
例
」
一
葉
表
、「
兩
平
之
元
寒
山
咸
，
雖
四
韻

而
♫
頗
相
同
。
上
去
之
四
紙
四
寘
，
僅
兩
韻
而
聲
多
錯
雜
。」

（
6
）　

同
右
、
虞
德
升
「
凡
例
」
二
葉
表
、「
四
聲
中
除
上
聲
之
十
㊒
八
字
不
能
强
分
外
，

其
平
去
入
之
三
十
九
字
皆
㊒
淸
濁
高
下
之
殊
，
一
每
分
二
。」

（
7
）　

京
都
大
學
文
學
硏
究
科
圖
書
館
所
藏
『
諧
聲
品
字
箋
』（
請
求
記
號
：
言
語
2
Ｂ

―
22
）、
虞
嗣
集
「
凡
例
」
五
葉
裏
―
六
葉
表
、「
甫
問
世
，
丁
巳
冬
先
子
遂
謝
世
。

（
中
略
）
韞
藏
庋
閣
又
數
年
矣
。
今
甲
子
秋
新
安
程
伊
在
先
生
（
中
略
）
彙
金
貿
側

理
，
廣
爲
流
傳
。（
甫
め
て
世
に
問
ひ
て
、
丁
巳
冬
（
康
煕
十
六
年
）
先
子
遂
に
謝

世
す
。（
中
略
）
庋
閣
に
韞
藏
せ
ら
る
る
こ
と
、
又
數
年
な
り
。
今
甲
子
秋
新
安
程

伊
在
先
生
（
中
略
）
金
を
彙
め
側
理
を
貿
ひ
、
廣
く
流
傳
せ
し
む
。）」

（
8
）　

虞
嗣
集
「
凡
例
」
二
葉
表
、「
第
率
用
吳
♫
，
如
兩
平
之
元
寒
刪
先
覃
鹽
咸
，
雖

七
韻
而
♫
頗
相
同
，
上
平
四
支
上
聲
四
紙
去
聲
四
寘
，
則
一
韻
而
♫
多
舛
雜
。（
第

だ
率
ね
吳
♫
を
用
ゐ
れ
ば
、
兩
平
の
元
・
寒
・
刪
・
先
・
覃
・
鹽
・
咸
、
七
韻
と
雖

も
♫
は
頗
る
相
同
し
、
上
平
四
支
・
上
聲
四
紙
・
去
聲
四
寘
、
則
ち
一
韻
に
し
て
♫

は
多
く
舛
雜
す
る
あ
り
。）」

（
9
）　

同
右
、
虞
嗣
集
「
凡
例
」
一
葉
裏
、「
古
韻
或
戾
於
今
，
篆
形
或
異
於
楷
。（
中

略
）
人
惟
拘
稟
於
水
土
之
偏
，
不
矯
正
於
矢
口
之
際
。
然
學
問
貴
化
氣
質
，
則
鄉鄉
♫

實
氣
質
一
端
，
而
辨
♫
不
亦
學
問
首
務
耶
。（
中
略
）
通
人
韻
士
揚
風
扢扢
雅
，
五
韻

宮
商
，
無
微
不
晰
。」

（
10
）　

四
庫
存
目
叢
書
（
經
部
第
二
一
七
）
影
北
京
大
學
圖
書
館
藏
本
、
裘
充
美
序
、
四

葉
裏
―
五
葉
表
、「
爰
著
爲
諧
聲
品
字
之
書
，
以
爲
啟啟
口
操
觚
之
軌
範
。
♫
則
協
五

土
之
中
而
歸
於
正
，
字
則
考
千
古
之
是
而
辨
其
訛
。」

（
11
）　

同
右
、
虞
嗣
集
「
凡
例
」
六
葉
表
。
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（
12
）　

例
え
ば
、『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
卷
三
十
三
、
張
自
烈
『
正
字
通
』
の
項
、「
喜

排
斥
許
愼
《
說
文
》，
尤
不
免
穿
鑿
附
會
（
許
愼
『
說
文
』
を
排
斥
す
る
を
喜
び
、

尤
も
穿
鑿
附
會
を
免
れ
ず
）」。
卷
四
十
四
、
莫
宏
勳
『
類
字
本
意
』
の
項
、「
盡
改

古
來
韻
部
之
舊
、
竝
盡
乖
古
來
等
韻
之
舊
、
不
足
據
爲
典
要
也
（
盡
く
古
來
韻
部
の

舊
を
改
め
、
竝
び
に
盡
く
古
來
等
韻
の
舊
に
乖
き
、
據
り
て
典
要
と
爲
す
に
足
ら
ざ

る
な
り
）」。
卷
四
十
四
、
王
植
『
韻
學
』
の
項
、「
用
力
彌
勤
、
而
彌
於
古
法
未
合

也
（
力
を
用
ゐ
彌
々
勤
め
ば
、
彌
々
古
法
に
未
だ
合
は
ざ
る
な
り
）」。
こ
の
よ
う
に

從
來
の
慣
例
を
破
り
、「
體
裁
が
不
整
な
も
の
」、
い
わ
ゆ
る
「
坊
刻
稗
販
の
書
」
と

さ
れ
る
の
は
、
明
代
の
類
書
に
對
す
る
批
判
に
も
共
通
す
る
と
思
わ
れ
る
（
酒
井
忠

夫
「
明
代
の
日
用
類
書
と
庶
民
敎
育
」（
林
友
春
編
『
近
世
中
國
敎
育
史
硏
究
：
そ

の
文
敎
政
策
と
庶
民
敎
育
』、
國
土
社
、
一
九
五
八
年
）
三
四
―
三
八
頁
を
參
照
）。

（
13
）　

徐
乾
學
『
傳
是
樓
書
目
』
⺼
字
二
格
、
附
字
彙
數
求
聲
二
十
二
卷
十
四
册
（
續
修

四
庫
全
書
影
國
家
圖
書
館
藏
淸
衟
光
八
年
劉
氏
味
經
書
屋
抄
本
、
第
二
册
十
六
葉

裏
）。
丁
仁
『
八
千
卷
樓
書
目
』
刊
本
、
日
本
抄
本
（
民
國
十
二
年
錢
塘
丁
氏
聚
珍

倣
宋
版
、
卷
三
二
十
九
葉
表
）。
そ
れ
以
外
に
は
、
傅
增
湘
『
藏
園
羣
書
經
眼
錄
』、

瞿
鏞
『
鐵
琴
銅
劍
樓
藏
書
目
錄
』、
范
邦
甸
等
『
天
一
閣
書
目
』、
陸
心
源
『
皕
宋
樓

藏
書
志
』、
繆
荃
孫
『
嘉
業
堂
藏
書
志
』
な
ど
多
數
の
藏
書
目
錄
に
は
著
錄
さ
れ
て

い
な
い
。

（
14
）　

フ
ー
ケ
は
一
七
一
八
年
十
一
⺼
の
手
稿
（Bav. Borg. Cin. 374.
）
で
『
品
字

箋
』
に
お
け
る
「
衟
」
の
字
義
を
引
用
し
、「
衟
」
の
上
帝
と
の
關
聯
性
を
論
じ
て

い
る
。
そ
の
他
、
プ
レ
マ
ー
ル
は
「
天
」
の
字
義
を
引
用
し
、
中
國
人
が
上
帝
＝
天

主
を
崇
信
す
る
こ
と
を
證
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
も
あ
る
（BnF. N

AF 4756. 

（Lettre sur le prétendu athéism
e des Chinois, par le P. D

E 
PRÉM

ARE, jésuite.

）22‌

―24.

）。

（
15
）　

筆
者
は
英
國
圖
書
館
に
所
藏
さ
れ
る
孤
本
（Add. 19.257

）
を
確
認
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
本
論
で
は
石
崎
博
志
「
宣
敎
師
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
字
書
を
み
て
い
た

か
」（『
琉
大
ア
ジ
ア
硏
究
』
第
七
號
、
二
〇
〇
七
年
）
十
三
―
十
六
頁
を
參
照
し
た
。

な
お
、
成
書
經
過
は
レ
ミ
ュ
ザ
の
所
藏
品
目
錄
（Catalogue des livres, 

im
prim

és et m
anuscrits, com

posant la bibliothèque de Feu M
. J.-P. 

A
bel-Rém

usat. Paris: J.-S. M
erlin. 1833. 51.

）
の
記
錄
に
よ
る
。

（
16
）　

本
論
で
は
便
宜
上
フ
ラ
ン
ス
國
立
圖
書
館
藏
初
印
本
（M

alacca: Cura 
Academ

ia Anglo-Sinensis, 1831.

藏
書
番
號
：X-3003

）
を
使
う
。
成
立
及

び
出
版
の
歷
史
は
李
眞
「
馬
若
瑟
語
言
硏
究
代
表
作
《
漢
語
劄
記
》
之
版
本
流
變

考
」（『
北
京
行
政
學
院
學
報
』
二
〇
一
三
年
第
二
期
）
を
參
照
し
た
。『
漢
語
箚
記
』

で
は
『
品
字
箋
』
の
關
係
に
つ
い
て
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
丁
鋒
は
「
馬
若
瑟

《
漢
語
劄
記
》
的
羅
馬
字
記
♫
及
其
與
《
諧
聲
品
字
箋
》
♫
系
的
關
係
」（『
民
俗
典

籍
文
字
硏
究
』
第
五
輯
、
二
〇
〇
八
年
）
で
『
漢
語
箚
記
』
のO

m
nium

 Vocum
 

Linguae Sinicae

に
♫
節
代
表
字
と
選
ば
れ
る
字
と
『
品
字
箋
』
に
お
け
る
同
♫

字
組
の
代
表
字
を
照
合
し
た
上
で
、『
漢
語
箚
記
』
が
『
品
字
箋
』
を
底
本
と
す
る

こ
と
を
證
明
し
て
い
る
。

（
17
）　

本
論
で
は
便
宜
上
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
學
藏
本
（Lutetiae Parisiorum

. 1737.

）

を
使
う
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
國
立
圖
書
館
所
藏
の
『
品
字
箋
』（Chinois 

4656/4657

）
は
フ
ル
モ
ン
が
『
漢
語
論
考
』
を
編
纂
す
る
際
に
使
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
よ
り
詳
細
な
♫
㊟
が
書
入
れ
の
形
で
見
ら
れ
る
。

（
18
）　
『
耳
目
資
』
の
♫
系
に
つ
い
て
は
曾
曉
渝
「
試
論
《
西
儒
耳
目
資
》
的
語
♫
基
礎

及
明
代
官
話
的
標
準
♫
」（『
西
南
師
範
大
學
學
學
報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）』、
一
九

九
一
年
第
一
期
）
を
參
照
し
た
。

（
19
）　
『
品
字
箋
』
再
構
♫
は
前
揭
張
詠
梅
『《
諧
聲
品
字
箋
》
的
♫
系
硏
究
』
を
參
照
し

た
（
一
部
本
稿
筆
者
に
よ
る
修
正
㊒
り
）。
以
下
同
樣
。

（
20
）　
『
廣
韻
』
に
基
づ
く
中
古
♫
體
系
で
止
攝
開
口
三
等
平
聲
支
韻
書
母
の
字
を
意
味

す
る
。
以
下
、
本
論
で
は
こ
の
よ
う
に
中
古
♫
を
略
記
す
る
。

（
21
）　
「u
次
」
は
『
耳
目
資
』
で
舌
尖
母
♫
を
示
す
記
號
で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

一
七
四

（
22
）　

丁
鋒
「
馬
若
瑟
《
漢
語
劄
記
》
的
羅
馬
字
記
♫
及
其
與
《
諧
聲
品
字
箋
》
♫
系
的

關
係
」、
二
四
六
頁
、「《
漢
語
劄
記
》
剔
淸
了
《
諧
聲
品
字
箋
》
與
官
話
不
相
容
的

部
分
，
展
示
了
一
個
具
㊒
豐
富
因
素
的
官
話
♫
系
。」

（
23
）　
［...

］tam
en eo est, quem

 natura quasi com
m

onstrarit, &
 tam

 
facili ac secundum

 sensûs com
m

unis, atque Analogiæ
 characterum

 
Sinicorum

 Leges, 

［...

］ apud Sinas autem
 præ

stantius antea nihil. 

（Fourm
ont, Étienne. Lingua Sinarum

 M
andarinicae H

ieroglyphicae 
G

ram
m

atica D
uplex, Latine Et Cum

 Characteribus Sinensium
. Item

 
Sinicorum

 Regiae Bibliothecae Librorum
 C

atalogus. Lutetia 
Parisorum

. 1742. 361.
）

（
24
）　

黃
嘉
略
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
許
明
龍
『
黃
嘉
略
與
早
期
法
國
漢
學
』（
中
華
書

局
、
二
〇
〇
四
年
）
を
參
照
し
た
。

（
25
）　U

sus est H
oam

gius D
ictionariis duobus, ［...

］ scilicet çǜ luỳ &
 pìn 

çǜ ciēn.

（Fourm
ont. op. cit. 501.

）

（
26
）　

フ
ラ
ン
ス
國
立
圖
書
館
所
藏
の
黃
嘉
略
日
記
（Fr. N

. A. 8976

）
に
見
ら
れ
る

嘉
略
が
ロ
ー
マ
字
で
表
記
し
た
中
國
語
。
な
お
、
原
物
は
未
見
で
あ
る
た
め
、
本
論

で
は
許
明
龍
『
黃
嘉
略
與
早
期
法
國
漢
學
』（
五
九
頁
）
の
引
用
文
に
依
據
し
た
。

（
27
）　Ce dictionnaire est entre les m

ains de tout le m
onde. 

（BnF. N
AF 

4756. 24.

）

（
28
）　

プ
レ
マ
ー
ル
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
方
豪
『
中
國
天
主
敎
史
人
物
傳
』（
宗
敎
文

化
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
四
三
〇
―
四
三
一
頁
を
參
照
し
た
。

（
29
）　

四
庫
全
書
本
『
欽
定
學
政
叢
書
』
卷
六
十
五
、
二
葉
裏
―
三
葉
表
。

（
30
）　

大
庭
脩
『
江
戶
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
硏
究
』（
關
西
大
學
出
版
部
、
一

九
六
七
年
）、
七
二
八
頁
。

（
31
）　

東
京
大
學
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
記
錄
・
新
井
白
石
日
記
』
上
册
（
岩
波
書

店
、
一
九
五
二
年
）
二
二
〇
頁
。

（
32
）　

本
論
で
は
『
新
井
白
石
全
集
』
第
四
（
國
書
刊
行
會
、
一
九
〇
六
年
）
に
活
字
化

さ
れ
た
『
東
♫
譜
』
を
使
う
。

（
33
）　
「
東
♫
譜
序
」、
三
九
六
頁
。

（
34
）　
「
東
♫
譜
凡
例
」、
三
九
八
頁
。

（
35
）　
「
與
土
肥
元
成
書
」（『
新
井
白
石
全
集
』
第
五
、
國
書
刊
行
會
、
一
九
〇
六
年
）、

一
四
四
頁
。

（
36
）　
「
五
十
母
字
♫
釋
」（『
新
井
白
石
全
集
』
第
四
）、
三
九
九
頁
、「
東
♫
卽
此
閒
方

言
、
今
所
用
字
皆
取
舊
事
本
紀
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
等
所
用
而
與
本
♫
相
近
者
。

（
東
♫
は
卽
ち
此
の
閒
の
方
言
、
今
用
ゐ
る
所
の
字
は
皆
舊
事
本
紀
、
古
事
記
、
日

本
書
紀
等
の
用
ゐ
る
所
に
し
て
、
本
♫
に
相
近
き
者
を
取
る
。）」

（
37
）　
『
品
字
箋
』
の
㊟
♫
が
『
東
♫
譜
』
に
導
入
さ
れ
る
際
に
行
わ
れ
た
修
正
に
つ
い

て
は
、
鍾
雪
珂
「
再
談
十
八
世
紀
初
之
杭
州
♫

―
以
日
本
《
東
♫
譜
》
與
中
國

《
諧
聲
品
字
箋
》
爲
依
據
」（『
漢
語
史
與
漢
藏
語
硏
究
（
第
十
輯
）』、
二
〇
二
一
年
）

で
既
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
38
）　

吉
川
幸
次
郞
、
小
島
憲
之
他
編
『
漢
語
文
典
叢
書
』
第
六
卷
（
汲
古
書
院
、
一
九

八
〇
年
）
に
收
錄
。

（
39
）　
「
譯
文
筌
蹄
寫
本
」、
二
八
四
頁
（
吉
川
幸
次
郞
、
小
島
憲
之
他
編
『
漢
語
文
典
叢

書
』
第
三
卷
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
）。

（
40
）　

無
相
文
雄
『
吳
漢
華
三
♫
正
譌
』（
柳
田
三
郞
兵
衞
寶
曆
二
年
刊
本
）「
華
♫
」、

十
一
葉
表
。

（
41
）　
『
大
明
律
例
諺
解
』
の
成
書
の
經
緯
は
、
松
下
忠
『
紀
州
の
藩
學
』（
鳳
出
版
、
一

九
七
四
）、
一
二
四
―
一
二
六
頁
を
參
照
し
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
國
立
國
會
圖
書

館
所
藏
の
寫
本
『
大
明
律
例
諺
解
』（
請
求
記
號
：
み
―
6
）
を
使
う
。

（
42
）　
『
品
字
箋
』
の
利
用
が
江
戶
時
代
儒
學
者
に
傳
わ
っ
た
經
路
に
つ
い
て
は
、
そ
の

廣
く
利
用
さ
れ
た
地
域
出
身
の
唐
人
が
情
報
源
と
な
っ
た
可
能
性
も
㊒
る
。
篁
洲
が

紀
州
藩
に
居
た
頃
に
、
福
建
出
身
の
吳
五
官
か
ら
明
律
を
學
び
得
た
か
と
石
崎
又
造



『
諧
聲
品
字
箋
』
に
與
え
ら
れ
た
翼

一
七
五

は
記
す
が
（『
近
世
日
本
に
於
け
る
支
那
俗
語
文
學
史
』、
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
〇

年
、
一
二
七
頁
）、
現
時
點
で
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
證
據
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

（
43
）　

大
庭
脩
『
江
戶
時
代
に
お
け
る
中
國
文
化
受
容
の
硏
究
』（
同
朋
舍
、
一
九
八
四

年
）、
二
二
四
頁
。

（
44
）　

東
京
大
學
文
書
館
所
藏
『
文
部
省
及
諸
向
往
復
明
治
四
年
乙
』（S0001/

M
o002

）
三
三
六
葉
表
―
三
三
七
葉
表
。

（
45
）　

な
お
、
嫽嫽
（lau
上
聲
）
の
字
義
に
は
「
北
人
呌
外
祖
母
曰
嫽
嫽
嫽
嫽
」
が
あ
る
が
、

文
字
の
相
違
が
あ
る
。

（
46
）　

兪
平
伯
『
脂
硯
齋
紅
樓
夢
輯
評
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）
よ
り
作
成
。
な

お
、
脂
批
で
『
品
字
箋
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
周
汝
昌
『
紅
樓
夢
新
證
』

（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
六
七
年
）
二
九
〇
頁
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）　

但
し
、
您
は
附
錄
の
檢
字
表
に
の
み
見
ら
れ
、
本
文
に
は
無
い
。

（
48
）　

小
宮
山
昌
秀
『
楓
軒
偶
記
』（『
日
本
隨
筆
大
成
』
第
二
期
第
十
卷
（
日
本
隨
筆
大

成
刊
行
會
、
一
九
二
九
年
）
に
收
錄
）、
一
四
―
一
五
頁
。
佐
藤
成
裕
（
中
陵
）『
中

陵
漫
錄
』
卷
之
十
二
（『
日
本
隨
筆
大
成
』
第
三
期
第
二
卷
、
日
本
隨
筆
大
成
刊
行

會
、
一
九
三
〇
年
）、
二
六
〇
頁
。

（
49
）　
『
作
詩
志
彀
』（
國
文
學
硏
究
資
料
館
天
明
三
年
靑
黎
閣
刻
本
）、
四
十
七
葉
裏
―

四
十
八
葉
表
。

（
50
）　

服
部
嘉
香
「
馬
琴
展
覽
會
を
觀
る
」（『
早
稻
田
文
學
』
明
治
四
十
一
年
十
二
⺼
之

卷
）、
七
一
頁
。

（
51
）　

佐
藤
貴
裕
「
近
世
節
用
書
の
價
格
」（『
近
代
語
硏
究
』
第
十
一
集
、
二
〇
〇
二

年
）、
一
二
四
頁
を
參
照
し
た
。

（
52
）　

高
田
與
淸
「
復
小
谷
三
思
書
」（『
松
屋
棟
梁
集
』、『
日
本
隨
筆
大
成
』
第
二
卷

（
日
本
隨
筆
大
成
刊
行
會
、
一
九
二
七
年
）
に
收
錄
）、
一
六
一
頁
。

（
53
）　

趙
鴻
謙
「
松
軒
書
錄
」（『
中
央
大
學
國
學
圖
書
館
第
二
年
刊
』、
一
九
二
九
年
）、

六
〇
頁
、「
品
字
箋
九
卷
，
石
窩
先
生
所
寫
也
。
予
一
日
見
諸
懷
德
堂
，
甚
爲
奇
。

蓋
先
生
借
於
近
閭
之
豪
吏
云
。」

（
54
）　

狩
谷
棭
齋
『
轉
㊟
說
』（
日
本
古
典
全
集
刊
行
會
、
一
九
二
六
年
）、
十
四
頁
。

〔
本
硏
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｔ
次
世
代
硏
究
者
挑
戰
的
硏
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｊ
Ｐ
Ｍ
Ｊ
Ｓ
Ｐ

2
1
1
0
の
支
援
を
受
け
た
も
の
で
す
。〕


